
1

３４

２
近
年
、情
報
通
信
技
術
の
発
達
や
交
通・輸
送
網
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
急
速
に
進
み
、
人
材
の
育
成
や
国
際
化
推
進
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
平
成
20
年
度
に
国
際
化
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
国
際
化
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
市
の
国
際
化
の
た
め
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。�

　
◎
問
い
合
わ
せ　
国
際
化
推
進
室　
☎
23
－
２
２
９
５

本
市
の
目
指
す
国
際
化
と
は
、「
国
籍
・

民
族
問
わ
ず
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
」
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、「
世

界
を
ぐ
っ
と
近
く
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
次
の
４
つ
の
方
針
を
軸
に
国
際
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り

海
外
か
ら
招
致
し
た
自
国
の
文
化
な
ど

を
市
民
に
発
信
す
る
国
際
交
流
員
の
積
極

的
な
活
用
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
養

う
た
め
の
研
修
会
の
実
施
な
ど
、
国
際
理

解
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
た

り
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

の
た
め
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
国
際
交
流
・
協
力
の
促
進

モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
、
中

国
重じ
ゅ
う

慶け
い
市
江こ

う
津し

ん
区
の
２
つ
の
都
市
と
友
好

交
流
都
市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

各
都
市
と
の
文
化
交
流
の
ほ
か
、
都
城

国
際
交
流
協
会
の
支
援
な
ど
の
国
際
交
流
や

協
力
活
動
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築

災
害
時
な
ど
に
、
や
さ
し
い
日
本
語
や

多
言
語
で
防
災
情
報
を
提
供
し
た
り
、
日

常
生
活
で
必
要
な
日
本
語
学
習
を
支
援
し

た
り
す
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
社
会
環

境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
し
て

い
る
外
国
人
市
民
を
広
く
紹
介
し
た
り
、

市
の
事
業
計
画
立
案
す
る
際
に
、
外
国
人

市
民
の
参
画
を
促
し
て
い
ま
す
。

観
光
・
経
済
交
流
の
促
進

観
光
地
の
無
料W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi

増
設
な
ど
の
環

境
整
備
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
海
外
向
け
の
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
本
市
を
訪
れ
る

外
国
人
観
光
客
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
へ
の
農
畜
産
物
の
販
売
力

強
化
や
、
市
内
の
企
業
に
対
し
、
海
外
の

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
の
場
に
、
参
加
を
呼

び
掛
け
る
な
ど
、
海
外
展
開
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

都
城
市
の

　
国
際
化
の
取
り
組
み

特　集
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現在、モンゴル・中国・オーストラリア出身の3人が、国際交流員として活動をしています。
今回、その３人に、活動内容と都城に来て感じたことをインタビューしました。�

【
国
際
交
流
員
と
し
て
の
活
動
】

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
文
化
を
伝
え
た
り
、
外
国
人
市
民
向
け

に
病
院
の
受
診
方
法
や
災
害
時
の
避
難
方

法
な
ど
を
教
え
る
生
活
安
全
交
流
会
に
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
交
流

会
に
参
加
す
る
外
国
人
は
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
徐
々
に
増
え
て
き
て
、
今
で
は
、

毎
回
20
人
ほ
ど
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
非
常
食
の
試
食
な
ど
を
し
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

【
よ
り
多
く
の
触
れ
合
い
を
】

日
本
語
は
、
あ
る
程
度
勉
強
し
て
い
ま

し
た
が
、
国
際
化
推
進
室
の
窓
口
に
来
た

年
配
の
人
の「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
」
の
聞

き
取
り
に
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
少
し
ず
つ
都
城
の
方
言
に
慣
れ
て

き
て
い
ま
す
。

都
城
の
人
は
、
親
切
な
人
ば
か
り
な
の

で
、
も
っ
と
多
く
の
人
と
話
し
た
い
で
す
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

【
国
際
交
流
員
と
し
て
の
活
動
】

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
の
中
学
・
高
校

生
向
け
の
青
少
年
友
好
交
流
事
業
に
携

わ
っ
て
い
て
、
通
訳
や
引
率
を
務
め
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
交
流

団
を
受
け
入
れ
、
関
之
尾
滝
や
高
千
穂
牧

場
な
ど
を
一
緒
に
巡
り
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
宿
泊
先
は
市
内
の
一
般
家
庭
な
の

で
、
家
族
の
触
れ
合
い
が
あ
り
、
別
れ
の

際
は
涙
を
流
す
参
加
者
も
い
ま
す
。
交
流

後
、
文
通
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り
と
り
を
し
て

い
る
と
い
う
子
ど
も
の
話
を
聞
い
た
と
き

は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
国
境
を
越

え
て
絆
を
育
む
き
っ
か
け
を
作
れ
た
と
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

【
都
城
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
】

都
城
に
来
て
５
年
目
を
迎
え
、「
第
二

の
ふ
る
さ
と
」
と
言
え
る
ほ
ど
愛
着
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
、
都
城
で
体
験
し
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
国
際
交
流
員
と
し
て
の
活
動
】

私
た
ち
国
際
交
流
員
は
、
語
学
を
教
え

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
違
い
、
日
本
と
は
異
な
る

国
の
文
化
や
伝
統
な
ど
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ハ
ロ
ー
市

役
所
元
気
講
座
で
は
、
大
人
向
け
に
中
国

の
伝
統
や
文
化
な
ど
を
紹
介
。
子
ど
も
向

け
の
講
座
で
は
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
中
国
文
化
を
楽
し
く

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
都
城
に
来
て
感
じ
た
こ
と
】

私
は
、
日
本
の
文
化
な
ど
が
好
き
な
こ

と
も
あ
り
、
中
国
の
大
学
で
日
本
語
を
専

攻
し
て
い
ま
し
た
。
国
際
交
流
員
と
し
て
、

都
城
に
来
て
か
ら
は
、
緑
豊
か
な
自
然

や
、
気
さ
く
な
市
民
の
人
柄
に
触
れ
、
都

城
に
来
て
良
か
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
食
べ
物
や
文
化
、
習
慣
の
違
い
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
毎
日
が
発
見
の
連
続
で
す
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

も
っ
と
都
城
の
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
。

国際交流員に聞いてみました！

オーストラリア国際交流員
ジョージ・ウィリアム・グーナンさん

（平成30年8月～）

中国国際交流員

銭
せん

　慧
けい

文
ぶん

さん
（平成30年5月～）

モンゴル国際交流員
ルイメド・ソヨルマーさん

（平成27年9月～）

IN
T
E
R
V
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【
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
の
交
流
】

　
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
８
年
の
間
に

行
わ
れ
た
都
城
国
際
交
流
協
会
主
催
の

「
モ
ン
ゴ
ル
日
本
語
学
習
キ
ャ
ン
プ
」で
は
、

市
民
が
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
を
訪
問
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
両
市
の

中
学
・
高
校
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を

通
し
て
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
交
流
が
実
を
結
び
、
本

市
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
モ
ン
ゴ
ル
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
登
録
。

モ
ン
ゴ
ル
の
若
手

選
手
を
招
き
、「
モ

ン
ゴ
ル
・
日
本
レ

ス
リ
ン
グ
交
流

会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

【
重
慶
市
江
津
区
と
の
交
流
】

　
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
３
年
の
間
に

「
中
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
実
施
。
両

市
の
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を

体
験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
都

城
国
際
交
流
協
会

が
、
中
国
の
文
化

に
触
れ
ら
れ
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国
重じ
ゅ
う

慶け
い

市
江こ

う

津し
ん

区
と「
友
好
交
流
都
市
」
を
締
結
し
て

か
ら
、
今
年
で
20
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
歩
み
と
、

11
月
24
日
㈰
に
開
催
す
る
友
好
交
流
都
市

締
結
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

【
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
】

　
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
た
都
城
市

民
が
、
遊
牧
民

や
子
ど
も
た
ち

に
明
か
り
を
届

け
た
い
と
都
城

高
専
の
技
官
ら

に
相
談
し
、
１
９
９
２
年
、
都
城
高
専
内

に「
モ
ン
ゴ
ル
に
風
力
発
電
機
を
贈
る
会
」

を
発
足
。
同
校
と
モ
ン
ゴ
ル
国
立
技
術
大

学
の
交
流
や
共
同
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
本
市
で
の
馬ば

頭と
う
琴き

ん

演
奏
会
や
モ
ン
ゴ
ル
で
の
都
城
市
写
真
展

の
開
催
な
ど
交
流
が
広
が
り
、
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
市
が
友
好
交
流
都
市
提
携
を
提

案
。
１
９
９
９
年
11
月
に
友
好
交
流
都
市

を
締
結
し
ま
し
た
。

【
重
慶
市
江
津
区
】

　
日
中
戦
争
中
の
１
９
４
０
年
、
八は
ち

路ろ

軍

の
聶じ
ょ
う

栄え
い
臻し

ん
元
帥
が
、
中
国
の
炭
坑
で
親
を

失
い
置
き
去
り
に
さ
れ
た
４
歳
の
少
女
を

救
出
し
、
日
本
軍
へ
送
り
届
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
中
平
和
条
約
締
結
か
ら
２
年

後
の
１
９
８
０
年
、
救
出
時
の
写
真
を
中

国
の
報
道
機
関
が
一
斉
に
報
道
。
日
本
の

報
道
機
関
も
少
女
を
探
し
た
結
果
、
本
市

梅
北
町
在
住
の
栫か
こ
い

美
穂
子
さ
ん
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栫
さ
ん

は
、
中
国
で
聶
元
帥
と
再
会
。
戦
時
中
で

は
ま
れ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
両
国
で
反
響
を

呼
び
、
１
９
８
６
年
、
聶
元
帥
が
出
身
地

で
あ
る
江
津
区
と
の
友
好
交
流
都
市
提
携

を
提
案
。
１
９
９
９
年
11
月
に
友
好
交
流

都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。

３
カ
国
に
広
が
る
友
情
の
輪

都
城
市
の
国
際
化
の
取
り
組
み

特 

集

交
流
の
き
っ
か
け

交
流
を
深
め
た
20
年
の
歩
み

重慶市江津区との締結

ウランバートル市との締結

聶元帥と栫さん
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募
集
。
佐
澤
和
奏
さ
ん（
明
和
小
４
年
）

の
作
品
を
最
優
秀
作
品
に
選
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
は
、
今
回
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
中

町
交
差
点
か
ら
鹿
児
島
銀
行
前
交
差
点
ま

で
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、

全
て
の
応
募
作
品
は
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
展
示
し
ま
す
。

⃝

日
程　
11
月
24
日
㈰　
12
時
～

⃝

場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

⃝

時
間　
13
時
30
分
～

※
受
け
付
け
：
12
時
30
分
～

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
お
よ
び
重
慶
市
江

津
区
と
の
さ
ら
な
る
交
流
を
図
る
た
め
、

両
都
市
の
訪
問
団
を
迎
え
、
友
好
交
流
都

市
締
結
20
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

締
結
20
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
本

市
の
友
好
交
流

事
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
市
内
の

小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
20
周

年
記
念
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を

友
好
交
流
都
市
締
結
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

インタビュー

和奏さん：連結するとずっと一緒
に動く汽車をモチーフに、都城、
モンゴル、中国が、ずっと仲良く
できるようにと思いを込めて描き
ました。最優秀作品に選ばれて、
とてもうれしかったです。
慈美さん：外国人の親戚がいるこ
ともあり、興味を持って描いてい
ました。将来は、日本に限らず世
界で活躍できる人になれるよう応
援したいです。

佐澤 和
わ か な

奏さん、（母）慈
よ し み

美さん

20
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
概
要

⃝

そ
の
他　
来
場
者
に
も
れ
な
く
、
モ
ン

ゴ
ル
と
中
国
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※�

入
場
無
料
。
国
際
化
推
進
室（
☎
23
－

２
２
９
５
）
や
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
入
場
券
を
配

布
。
入
場
券
持
参
の
人
を
優
先

【
記
念
式
典
】

⃝

内
容　
映
像
に
よ
る
交
流
の
歩
み
の
紹

介
、
３
都
市
の「
わ
が
町
Ｐ
Ｒ
」、
友
好

交
流
都
市
締
結
20
周
年
宣
言
な
ど

【
３
か
国
音
楽
祭
】

⃝

内
容　
津
軽
三
味
線
の
演
奏
、
モ
ン
ゴ

ル
国
の
馬ば

頭と
う

琴き
ん

の
演
奏
と
舞
踊
、
中
国
の

二に

胡こ

の
演
奏

⃝

出
演　
津
軽
三
味
線
石
井
流
家
元
の
石

井
秀し
ゅ
う

弦げ
ん

さ
ん
、
モ
ン
ゴ
ル
国
文
化
功
労
賞

（
馬
頭
琴
）
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
ジ
ャ
ル

ガ
ル
・
ド
ル
ギ
オ
ン
さ
ん
、
モ
ン
ゴ
ル
国

立
音
楽
舞
踊
楽
団
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
の
ツ
ェ

デ
ン
ビ
ャ
ン
バ
ー
・
ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
さ
ん
、

日
本
二
胡
振
興
会
副
会
長
の
劉リ
ュ
ウ

福フ
ジ
ュ
ン君

さ
ん

民
族
衣
装
の
試
着
・
記
念
撮
影
や
遊
び

体
験
な
ど
、
両
国
の
文
化
を
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
が
並
び
ま
す
。

⃝

時
間　
12
時
～
17
時
30
分

※�

式
典
・
音
楽
祭
の
時
間
は
、
ブ
ー
ス
を

休
止
し
ま
す

記
念
式
典
・
３
か
国
音
楽
祭

モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
ま
つ
り
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各
種
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト

親
族
な
ど
が
亡
く
な
る
と
、
市
役
所
で

保
険
や
市
税
、
福
祉
な
ど
各
種
手
続
き
が

必
要
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
役
所
以
外
で

の
手
続
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
お
く
や
み
窓
口
を

開
設
。
市
役
所
で
必
要
な
手
続
き
の
申
請

書
を
市
職
員
が
一
括
作
成
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
手
続
き
の
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、

遺
族
の
手
続
き
に
対
す
る
不
安
や
負
担
が

軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
以
外
の
手

続
き
や
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
の
問

い
合
わ
せ
窓
口
を
可
能
な
限
り
案
内
し
ま

す
。窓

口
利
用
の
流
れ

①
必
要
事
項
を
遺
族
か
ら
聞
き
取
り
ま
す

②�

聞
き
取
っ
た
情
報
は
職
員
が
専
用
の
シ

市では、11月11日㈪から、死亡に伴う窓口での各種手続きについて、大切な人を亡くした
ばかりの遺族をサポートする「おくやみ窓口」を開設します。
� ◎問い合わせ　市民課　☎23-2128

大切な人を亡くした遺族の不安や負担を軽減

市では、おくやみ窓口での
手続き時間を軽減できるマイ
ナンバーカードの申請・交付
について、市内各所に出向い
て申請のお手伝いからカード
の受け渡しまでを行う独自の
サービスを実施しています。5
人以上から申し込み可能です。
なお、令和３年３月末から、
マイナンバーカードで健康保
険証としても
利用できます。
早めに申請し
ましょう。

マイナンバーカードの
出張申請補助を
行っています

　トピック

おくやみ窓口を開設します

ス
テ
ム
で
処
理
し
、
必
要
な
申
請
書
を

特
定
し
ま
す

③
申
請
書
を
一
括
作
成
し
ま
す

④�

作
成
し
た
申
請
書
を
元
に
、
手
続
き
の

必
要
な
窓
口
を
案
内
し
ま
す

窓
口
の
開
設
場
所

お
く
や
み
窓
口
は
市
役
所
１
階
市
民
課

に
開
設
し
ま
す
。
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

全
て
の
手
続
き
が
完
結
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
と
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来

の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
故
人

や
手
続
き
に
来
た
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
る
と
、
手
続
き
に
か
か
る

時
間
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
ま
す

8広報 都城 令和元年11月号



国
保
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
医
療
費
な
ど
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

全
て
の
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

今
回
は
、
国
保
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
医
療
費
の
現
状
や
、
国
保
税
の
状

況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
◎
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課　
☎
23
－
２
１
２
７

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

健
全
な
運
営
に
協
力
く
だ
さ
い

増
え
続
け
る
医
療
費

国
保
の
加
入
者
数
が
年
々
減
少
す
る
一

方
で
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
国
保
加
入

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
１
人
当
た
り
医
療

費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
１
人
当
た
り
医
療
費
は
約
39
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に

⃝
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診

特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
定
期

的
に
受
診
し
、
病
気
の
早
期
発
見
や
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

医
療
費
通
知
書
の
確
認

治
療
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
年
６
回
通

知
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
額
を
確
認
し

て
、
医
療
費
に
対
す
る
関
心
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

⃝

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
支
払
う

代
金
の
軽
減
や
医
療
費
全
体
の
抑
制
に
も

つ
な
が
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
同

じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
て
い
て
、
同
等

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
味
や
臭

い
の
改
善
、
保
存
性
の
向
上
な
ど
、
さ

ら
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す

国
保
税
の
収
納
率
・
収
納
額

国
保
税
の
収
納
率
は
年
々
上
昇
し
て
い

て
、
平
成
30
年
度
は
94
・
12
㌫
で
、
過
去

最
高
の
収
納
率
を
達
成
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
加
入
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
収
納
額

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
保
税
収
納
の
取
り
組
み

収
納
額
が
減
少
す
る
中
、
市
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝

口
座
振
替
の
促
進

国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口

座
振
替
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

⃝

夜
間
窓
口
の
設
置

毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）
に
、
19

時
ま
で
時
間
を
延
長
し
て
、
納
税
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⃝

納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
の
開
設

セ
ン
タ
ー
で
は
滞
納
者
に
直
接
電
話
で

納
付
を
促
し
ま
す
。

⃝
�

財
産
調
査
・
差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納

処
分

滞
納
者
に
対
し
て
、
財
産
の
調
査
に
基

づ
き
、
預
貯
金
な
ど
財
産
の
差
し
押
さ
え

を
行
っ
て
い
ま
す
。

355,000

365,000

375,000

385,000

395,000

一人当たり医療費

30年度28年度26年度
38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

加入者数

45,926

370,404

42,499

39,243

391,164

397,641

国保加入者数と一人当たり医療費の推移

（円） （人）

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

収納額

30年度28年度26年度
85

87

89

91

93

95

収納率

38.4

91.15 93.26 36.0

37.9
94.12

国保税の収納額および収納率の推移

収
納
率
（
％
）

収
納
額
（
億
円
）

ご
存
知
で
す
か
？

「
第
三
者
行
為
求
償
」

第
三
者
行
為
求
償
は
、
交
通
事
故

や
傷
害
事
件
な
ど
、
第
三
者（
他
人
）

の
行
為
が
原
因
の
傷
病
で
診
療
を
受

け
た
場
合
、
国
保
で
治
療
費
な
ど
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
日
、
加
害

者
に
治
療
費
を
請
求
す
る
こ
と
で
す
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
交
通
事
故
な

ど
で
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受

け
る
と
き
は
、
市
へ「
第
三
者
行
為

に
よ
る
被
害
届
」
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
被
害
者
の
提
出
が
な
い
と
、

加
害
者
へ
請
求
で
き
ず
、
国
保
で
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
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